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研生等究国（地J或）名 学部 言十 国（地J或）名 学部
修士 博士 修士 博士
アイ lレラン ド 1 2 デンマーク 1 2 3 
ア メ カ 4 6 20 30 ド イ 、y 3 21 24 
アルゼンチン 1 ドミニカ共和l悶 1 1 
アルパニア トリニダードトパゴ
イ ギ ス 2 4 6 ト lレ コ 1 1 2 4 
イスラエル 1 ニカラグア
イ タ ア 1 3 4 ニュージーランド 2 
イ フ ク 1 ノルウェー 2 2 
イ フ ／ 2 1 3 ノf キスタン 2 3 5 
イ iノ ド 3 3 6 ノ、ンガ「 リ ー 2 2 
インドネシア 24 15 4 44 パングラディシュ 4 5 3 12 
コ二 ン プ ト 4 2 6 フィ リピ ン 8 6 2 17 
エチオピア 1 フィンランド 1 
オーストラリア 3 2 5 プ フ てノ Jレ 2 4 4 11 
オーストリア 2 3 フ フ ノ ス 1 1 6 8 
オ フ ン ダ ブルガ リア 1 2 
カサ、フスタン べ ナ ム 2 2 1 6 
ガr ナ 1 ベネズエラ 1 
カ ナ ダ 3 4 " lレ 1 1 2 
l;j~ 国 3 30 85 44 162 ≪ Jレ ギ 2 1 3 
グ Jレ てノ ア ポーランド 2 3 
ケ ア 2 2 ポルトガル
コロンピア 2 3 秀 iJ~ 2 2 6 
シンガポール 4 5 てr l 
スウェーデン マレ ーシア 13 4 2 20 
ス ダ ／ ミャンマー 2 5 3 10 
ス ペ イ ノ 1 1 3 メ キ てノ コ 3 1 5 
スリランカ 1 モ ロ ・:; コ
タ イ 5 10 10 4 29 モ ン コ Jレ 1 2 
f, a、 湾 14 22 14 50 ユーゴスラピア 1 2 
タンザニア 3 4 トアニア 1 
チ コニ コ 3 3 ベ ア 1 
Lド 国 51 53 llO 121 335 ルーマニア 1 
チ 2 3 ロ てノ ア 4 2 6 
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6.所要経費 1人 171' 使用料120円，ほかに食費等実費
7. 申し込み及び利用に｜刻する詳細
体育会事務室（間部構内総合体育館内，電話
大尽No. 470 
??
?
?
??
?
?
?
学内2574）に照会してくださし、。
れた。
先生の専門は， ドイツを中心とする阿欧教育思
想 ・学説の歴史的研究であり，とくにナトルプの
社会的教育学に閲する研究ですぐれた業績を残さ
れた。主な著書に『ドイツの政治的教育』，訳書
にナトルプの『社会的教育学』，『社会理想主義』
などがある。先生はまた，日本教育学会，閲問教
育学会において理事を務められ，学会の運営と発
展にも尽）Jされた。
さらに，先生は，その深い学硝と高潔な人格に
よって，多数の優れた教員と教育学 ・教育史の研
究者ー をfてられ，その功績には多大なものがある。
ここに諮んで哀悼の意を表します。
（教育学部）
本学名誉教授柿崎祐一
去された。享年780
先生は， H召和16年京都帝国大学文学部を卒業
後，同24年大阪市立大学助教授，同28年京都大学
助教授（分校），同30年文学部助教授を経て同47
年文学部教授に昇任。昭和54年停年により退千干さ
れ，京都大学名誉教授の称号を受けられた。
本学退官後は，昭和54年より平成元年まで甲南
女子大学文学部教授を務められた。
先生の専門は知覚心理学の実験的及び理論的研
究にあり，これらの領域で優れた研究業績を残さ
れた。特に，両眼の視野闘争，知覚判断の相対性
や心理学的立場に基づく独自の知党理論に｜刻する
研究で学界に大きく貢献された。また，学術雑誌
『心理学評論』の創刊に尽力された。主な半年牲に，
『知党判断』，『心理学的知覚論序説』（共に梢j氏
自白）等がある。
ここに謹んでぶ悼の意を表します。
-817ー
6月15日逝
（文学部）
名誉教疑
先生は，
すけいち
柿崎祐一
原子炉実験所助手
原子炉実験所助手瀬尾
日逝去された。享年53。
先生は，昭和39年 3月本学工学部を卒業，昭和
41年3月同大学院工学研究科修士課程（原子核工
学専攻）を修了後，同年4月本学原子炉実験所助
手に就任された。
先生の専門は原子核物理学（実験）で，本実験
所計測装置研究部門において，原子炉で生成され
る放射性同位元素を用いて原子核構造に閲する研
究を行われ，幾多の世界的に高く評価される業績
を挙げられた。昭和52年には，核励起単位の核磁
気モーメン卜に関する研究で理学博士の学位を取
得された。最近では，超短時間社！IJ定法を開発さ
れ，ピコ秒領域の核準位寿命の測定を精力的に進
められていたことは注目に価する。また原子力災
害を的確に評価する手法についても研究を重ねら
れ，これを通じて社会的活動にも足跡を残された。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（原子炉実験所）
本学名誉教綬篠原陽二
去された。享年85。
先生は，昭和6年京都帝国大学文学部を卒業さ
れ，引き続き同大学院で学ばれた後，滋賀県立師
範学校，天王寺師範学校の教諭，東京丈理科大学
講師，金沢高等師範学校教授，金沢大学教授を経
て， H百和28年本学教J受に就任，同47年停年により
退官され，京都大学名誉教綬の称号を受けられ
た。
この間，先生は，昭和35年 1月から問37年末ま
で本学教育学部長として大学の管理運営に貢献さ
6月5
6月8日逝
先生は，
先生は，
健
名誉教授
m::il 
瀬尾健
篠原陽二
